
（様式①）

[環境創造局] １款１項１目 （単位：千円）

事業費 市債+一財 事業費 市債+一財 事業費 市債+一財

1
緑地保全制度による指
定の拡大・市による買
取り事業

3,313,699 1,520,000 3,369,963 1,601,000 △ 56,264 △ 81,000

2 良好な森の育成事業 641,795 0 635,824 0 5,971 0

3
森を育む人材の育成事
業

27,780 0 25,930 0 1,850 0

4
市民が森に関わるきっ
かけづくり事業

21,750 0 19,510 0 2,240 0

計 4,005,024 1,520,000 4,051,227 1,601,000 △ 46,203 △ 81,000

事　業　計　画　書　目　次

増△減（５－４）
新
規
・
拡
充

計画
書頁 事　　業　　名

令和５年度 令和４年度



(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

係

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

細事業合計 3,313,699 3,369,963 ▲ 56,264

課長 係長

本資料は、公正・適正に作成しました。 関口　昇 福野　淳 鈴⽊ 智美

3,369,963 ▲ 56,264 買取り想定金額の減

事業スケジュール 年間を通じて、緑地保全制度の指定を進めるとともに、買入れ申し出に対応

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明
緑地保全制度による指定の拡大・市に
よる買取り

3,313,699

実績

単位 目標

-

ha 実績 18.9 19.6

緑地保全制度の
買取り等面積

単位 想定 23.0 22.6 22.5 22.4 - -

- - -

ha 実績 28.9 31.9

緑地保全制度の
新規指定面積

単位 目標 60.0 60.0 60.0 60.0

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

根拠・データ等
横浜みどりアップ計画[2019-2023]（平成30年11月）
横浜みどりアップ計画[2019-2023] 事業報告書
緑被率（令和元年度調査結果）

815,000

事業概要
市内に残る貴重な緑地について、緑地保全制度の地区指定を積極的に進めるとともに、特別緑地保全地区や市民の森等の指定地で、法に
基づく買入れ申し出や、不測の事態により所有者から買入れ申し出があった場合に対応します。

事業開始年度 昭和44年

６年度 ７年度 ８年度

決
算

3,652,809 2,338,780 2,008,743
1,749,000 1,270,000

根拠法令・方針決裁等
都市緑地法、首都圏近郊緑地保全法、緑の環境をつくり育てる条例、横浜市市民の森設置事業実施要綱／横浜市緑地保存事業実施要綱／
横浜市源流の森保存事業実施要綱

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

みどりアップ計画[2019-2023]に基づき、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継ぐため、5か年で300haの指定を目指して、特別
緑地保全地区を始めとする緑地保全制度への指定を積極的に進めます。また、特別緑地保全地区等の指定地で、不測の事態等が発生し、
本市への買入れ申し出があった場合には、樹林地の買取りに対応します。

令和８年度
予
算

3,428,856 3,794,380 3,317,793 - - -
1,749,000 1,640,000

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

1,507,000 - - -

1,601,000 0
増△減 △ 56,264 22,070 0 0 2,666 △ 81,000 0

令和４年度 3,369,963 889,210 0 0 879,753

1,022,000 0
単独事業 776,359 0 278,359 498,000 0
補助事業 2,537,340 911,280 0 0 604,060

令和５年度 3,313,699 911,280 0 0 882,419 1,520,000 0

1

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入 基金繰入金 市債 一般財源

事業名称 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り事業 政策番号 31 政策指標 1 施策番号 2 施策指標

1-1-1
1事業区分

歳出予算科目
みどり保全創造事

業費
会計 1 1 1 枝番号 1 前年度事業名称

緑地保全制度に
よる指定の拡
大・市による買

取り事業

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 緑地保全推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充 事業評価書番号



(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充 事業評価書番号

1-1-1
2事業区分

歳出予算科目 みどり保全創造事業費 会計 1 1 1 枝番号 2 前年度事業名称
良好な森の
育成事業

2

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入 基金繰入金 市債 一般財源

事業名称 良好な森の育成事業 政策番号 31 政策指標 1 施策番号 2 施策指標

令和５年度 641,795 0 0 0 641,795 0 0
0

単独事業 0
補助事業

0 0
増△減 5,971 0 0 0 5,971 0 0

令和４年度 635,824 0 0 0 635,824

令和８年度
予
算

550,000 558,650 604,388 - - -
0 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

0 - - -

根拠・データ等

・管理面積（樹林地）
　＜実績推移＞２年度828ha、３年度848.3ha、４年度870.8ha（見込）、令和５年度894.5ha（見込）

・緑地保全制度の新規指定面積
　＜実績推移＞２年度28.9ha、３年度31.9ha、４年度60ha（見込）、令和５年度60ha（見込）
・緑地保全制度の買取等面積
　＜実績推移＞２年度18.9ha、３年度19.6ha、４年度22.5ha（見込）、令和５年度22.4ha（見込）

0

事業概要
みどりアップ計画により保全した森を次世代に引き継いでいくため、森に期待される多様な機能が発揮できるよう良好な森づくり
を進めます。

事業開始年度 平成21年度

６年度 ７年度 ８年度

決
算

482,282 602,200 534,191
0 0

根拠法令・方針決裁等
緑の環境をつくり育てる条例／横浜市市民の森設置事業実施要綱／ふれあいの樹林設置事業実施要綱／都市公園法／横浜市公園条
例

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

都市における緑には、生物多様性の保全、快適性の確保、良好な景観形成、防災・減災など多くの機能や役割があります。
これらを次世代に引き継いでいくためには、これらの機能や役割に配慮した良好な森づくりが求められます。
このため、地域の特性を踏まえ、愛護会等と連携して保全管理計画を策定し、森づくりガイドラインを活用した維持管理を進めま
す。

また、市内に残る樹林地の多くは民有地であり、土地所有者にとって維持管理作業が大きな負担となっています。
このため、土地所有者が樹林地をできるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。
そこで、緑地保全制度により指定した樹林地で土地所有者が行う維持管理への支援を行うことで樹林地を保全します。

森づくりガイド
ライン等を活用
した維持管理

単位 目標 推進 推進 推進 推進

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

- - -

か所 実績 200 201

保全管理計画の
策定

単位 目標 推進 推進 推進 推進 - - -

か所 実績 3 4

指定した樹林地
における維持管

理の支援

単位 目標 100 150 150 150 - - -

件 実績 162 130

461,824 5,971 管理面積の増

指定した樹林地における維持管理の
支援

174,000 174,000 0

事業スケジュール

・平成21年度：事業開始
・平成26年度：【公園】保全管理計画や森づくりガイドラインを活用した維持管理事業開始
・令和５年度
　①森の多様な機能に着目した森づくりの推進：通年
　②指定した樹林地における維持管理の支援：事前届受付４～９月、助成金交付申請書受付５月～10月、事業実施・検査９月～２
月

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

森の多様な機能に着目した森づくり
の推進

467,795

本資料は、公正・適正に作成しました。 小田嶋　鉄朗 清水　恭子 竹内　章裕

細事業合計 641,795 635,824 5,971

課長 係長



(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

細事業合計 27,780 25,930 1,850

課長 係長

本資料は、公正・適正に作成しました。 小田嶋　鉄朗 山崎　紘子 荻原　麻衣

13,930 550 実績に基づき増額

森づくり活動団体への支援 13,300 12,000 1,300
AEDの更新、活動団体の増
加による増額

事業スケジュール

・平成21年度：事業開始
・平成26年度：対象地を公園内樹林地へ拡張
・令和元年度：森づくり活動団体への支援に専門家の派遣を導入
・令和３年度：森づくり体験会に年間を通した体験作業を行う継続編を導入
・令和４～７年度：研修・団体活動の継続

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

森づくりを担う人材の育成 14,480

実績

単位 目標

-

団体 実績 35 37

森づくり活動
団体への支援

単位 目標 30 30 30 30 - -

- - -

実績 推進 推進

森づくりを担
う人材の育成

単位 目標 推進 推進 推進 推進

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

根拠・データ等
横浜の緑に関する市民及び土地所有者意識調査（2017年７月～８月）
横浜みどりアップ計画[2019-2023] 事業報告書

0

事業概要 協働による森づくり活動を希望するボランティアの登録、担い手の育成及び活動支援を実施します。

事業開始年度 平成21年度

６年度 ７年度 ８年度

決
算

20,167 25,801 13,629
0 0

根拠法令・方針決裁等 横浜市協働による森づくり要綱

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

横浜みどりアップ計画[2019-2023]の計画の柱１「市民とともに次世代につなぐ森を育む」を実現するため、森の持つ多様な機能や役
割に配慮しながら、市民・事業者とともに森の保全、育成、活用に取り組んでいきます。
そのためには、森づくり活動に取り組む市民や団体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む「人」を育
てていく必要があります。また、森づくりボランティアを対象とした森づくり体験会を開催し、森に関わる「人」の裾野を広げるこ
とを目指します。

【効果（必要性）】
（１）市民協働により、横浜の森を次世代に引き継ぐことができます。
（２）市民協働により、良好な森を育成することができます。

令和８年度
予
算

25,000 25,000 27,200 - - -
0 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

0 - - -

0 0
増△減 1,850 0 0 0 1,850 0 0

令和４年度 25,930 0 0 0 25,930

0
単独事業 0
補助事業

令和５年度 27,780 0 0 0 27,780 0 0

-

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入 基金繰入金 市債 一般財源

事業名称 森を育む人材の育成事業 政策番号 31 政策指標 2 施策番号 2 施策指標

1-1-1
3事業区分

歳出予算科目
みどり保全創造事

業費
会計 1 1 1 枝番号 3 前年度事業名称

森を育む人材の
育成事業

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充 事業評価書番号



(様式②-1）

局 課

□ 施設等整備費 ■ その他

款 項 目

（単位：千円）

事業費

市債＋一般財源

事業費

市債＋一般財源

（単位：千円）

①

②

係

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

令和　５年度　事業計画書

事業局課 環境創造 みどりアップ推進
新規拡充 □ 新規 □ 拡充 事業評価書番号

1-1-1
4事業区分

歳出予算科目
みどり保全創造事

業費
会計 1 1 1 枝番号 4 前年度事業名称

市民が森に関わ
るきっかけづく

り事業

-

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 諸収入 基金繰入金 市債 一般財源

事業名称 市民が森に関わるきっかけづくり事業 政策番号 31 政策指標 2 施策番号 2 施策指標

令和５年度 21,750 0 0 0 21,750 0 0
0

単独事業 0
補助事業

0 0
増△減 2,240 0 0 0 2,240 0 0

令和４年度 19,510 0 0 0 19,510

令和８年度
予
算

26,000 26,000 23,800 - - -
0 0

歳出 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和６年度 令和７年度

0 - - -

根拠・データ等
横浜の緑に関する市民及び土地所有者意識調査（2017年７月～８月）
横浜みどりアップ計画[2019-2023] 事業報告書

0

事業概要
横浜の森について理解を深め、さらには行動につなげるため、森に関するイベントや講座の開催により、市民が森に関わるきっかけ
を提供します。

事業開始年度 平成26年度

６年度 ７年度 ８年度

決
算

14,746 9,823 7,961
0 0

根拠法令・方針決裁等 市民が森に関わるきっかけづくり事業事務取扱要領

①背景・課題の分析
②事業目的・効果

(必要性)

横浜みどりアップ計画[2019-2023]の計画の柱１「市民とともに次世代につなぐ森を育む」を実現するため、森の持つ多様な機能や役
割に配慮しながら、市民・事業者とともに森の保全、育成、活用に取り組んでいきます。そのためには、森に関わるきっかけとな
り、環境を学ぶ機会にもなる講座・イベントや広報の取組を展開することで、普段森に関わることの少ない市民へ森の魅力を伝え、
森に関わる市民の裾野を広げる必要があります。

効果（必要性）
（1）森の楽しみづくり
各区での催し等において、森に関わるきっかけとなり、環境を学ぶ機会にもなる講座・イベントや広報の取組を展開することで、普
段森に関わることの少ない市民へ森の魅力を伝え、森に関わる市民の裾野を広げます。

（2）森に関する情報発信
市民の森、ふれあいの樹林のガイドマップ等を作成し、市民が気軽に森を訪れ、楽しむ環境づくりを推進し、市民満足度の向上に繋
げます。

イベント等の実施
単位 目標 36 36 36 36

事業指標 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

- - -

回 実績 34 42

ガイドマップを作
成した樹林地の数

単位 目標 1 1 1 1 - - -

回 実績 1 0

単位 目標

実績

16,310 1,240
クラフトキットの作成
数・貸出回数の増

森に関する情報発信 4,200 3,200 1,000
円海山周辺マップの見直
し準備

事業スケジュール 平成26年度：事業開始

細事業
（事業内訳）

細事業名称 ５年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

森の楽しみづくり 17,550

本資料は、公正・適正に作成しました。 小田嶋　鉄朗 山崎　紘子 大嶽　尚己

細事業合計 21,750 19,510 2,240

課長 係長
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